
CompTIA認定資格による人材育成と
ビジネスの持続的な成⾧

導入のCompTIA認定資格

グローバルに通用する指標として、CompTIA認定資格を「昇格要件」に追加

2019年10月に創立50周年を迎える株式会社IDホールディングス。そのグループの中核を担う事業会社である
株式会社インフォメーション・ディベロプメントは、情報サービスの提供を通じて社会課題の解決に取り組む
とともに、グローバルに拠点を展開し、持続的な成⾧および社会価値の創造を目指してきました。

急速なデジタル化により、多くの企業で新たなテクノロジーが積極的に導入されています。同社では⾧年蓄積
してきた業務知識やノウハウを生かしてサービスを上流へシフトし、ビジネスモデルを人月型から成果報酬型
へ転換していきます。転換には、新たなビジネスモデルを開発・実行していくハイスキルな人材が多数必要と
なりますが、その人材の育成および能力の発揮には、組織・制度・環境の更なる整備は大きな課題となります。

重点的に強化するビジネス領域と、取り組みの方針
 「セキュリティ」「クラウド」「プロジェクトマネジメント」スキルを重点的に強化すべき
 スキルの「到達指標」「可視化」「信頼性の担保」という視点から、CompTIA認定資格の取得を推進
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■ CompTIA CASP+
■ CompTIA CySA+
■ CompTIA Security+
■ CompTIA Cloud+
■ CompTIA Project+
■ CompTIA Server+

マネジメント層を巻き込んだアプローチ – 人事制度への組み込みに成功

取り組みの背景

CompTIAは、1982年、IT業界の
要請から発足した非営利の業界団
体です。ITに携わる企業や個人の
利益を高めるため、「教育」、
CompTIA認定資格での「認定」、
IT業界の声を反映しIT政策に反映
するための「政策支援活動」、IT
業界への「社会貢献」の4つを柱
として活動を続けています。
米国シカゴ本部を中心に世界に
10の拠点を持ち、2001年に日本
支局が設立されています。

「市場の変化に柔軟に対応できる組織作りのためにも社員のスキルチェンジは必須であると考えます。
グローバルに展開されるCompTIA認定資格は業界標準として各分野の知識を全般的に網羅しており、
社員の技術力の底上げに最適であると判断しCompTIA認定資格の取得を推奨しています。」

取り組み

「CompTIA認定資格は、スキ
ルの可視化に役立ち、社員の技
術力の底上げに最適である」

それぞれの重要スキル領域を網羅する CompTIA認定資格の導入

CompTIA Security+ は、セキュリティ概念、脅威や脆弱性、
ツール、対応手順に関連するスキル、インシデントの発生を予防する
ため定期的に実施されるべき運用手順等のスキルを評価する認定資格

セキュリティ

クラウド / プロジェクトマネジメント

コアスキル

CompTIA Cloud+ は、クラウドの運用やサービスの提供など、
クラウド環境で業務を実行するITエンジニアが必要とされるスキルと
ベストプラクティスへの理解を評価する認定資格
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貴社ロゴ

CompTIA Server+ は、サーバーのハードウェアやソフトウェア
の構築、メンテナンス、仮想化、災害復旧やトラブルシューティング等
などサーバー運営上で必要とされるスキルを評価する認定資格

CompTIA認定資格の「昇格要件資格」への追加（2018年4月）
 取得者は年度の評価時に昇給、昇格について前提条件を満たしていると認められる
 受験費用と合格時の報奨金の支給が、モチベーションアップの後押しに
 難易度に応じたポイントに換算され、各部門で切磋琢磨し成⾧を図る
 希望者にはSecurity+の社内トレーニングを実施、成功体験の共有

 1年間で取得者は、延べ80名程度へと大幅に増加（2019年3月）、4月以降も増加傾向にある
 有スキル者の可視化で人材の最適なアサインを実現、強化を目指すビジネス領域での競争力がアップ
 DMS第1事業本部での取り組みが成功
「DMS第1事業本部では、主に金融系のデータセンタサービスを担当しています。昨年度、現在は当社エバ
ンジェリストに認定されているメンバーが率先してCompTIA Security+ を取得し、配下の人材に対しても
積極的にCompTIA認定資格の取得を推奨してきました。その結果、35名のCompTIA Security+取得者を
中心に、延べ52名のCompTIA認定資格者を擁する組織となりました。今後はCompTIA CASP+ 、
CompTIA Cloud+ 、CompTIA Project+ 等より上位の資格取得を推奨していきます。」

DMS第1事業本部⾧
中島 清 様

CompTIA認定資格取得者の大幅な増加 – ハイスキル人材への第一歩へ

DMS第1事業本部 DMS-1第1部
エバンジェリスト 上坂 明 様

「当社グループは、⾧年蓄積してきた業務知識やノウハウをもとに、既存のサービスソリューション
にアドバンスト・テクノロジーを組み合わせることで、顧客ニーズにあった付加価値の高い、UP-
Gradeされたサービスモデルの提供を目指しております。セキュリティ/クラウド/プロジェクトマネ
ジメント分野強化の足掛かりとしてCompTIA認定資格の取得は有効であると捉えています。」

DMS第1事業本部⾧ 中島 清 様




